
 

 

★集中して取り組むために 

毎日、決まった時間に、決まった場所でする。 

★家庭学習をはじめる前に 

テレビやゲーム、音楽は消し、机の上を整理整頓する。 

★家庭学習が終わったら 

家の人に見てもらい、明日の学習（持ち物）準備をする。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全学年共通 

（ほぼ毎日） 

【国語】漢字ドリル・国語プリント・音読など 

【算数】算数ワーク・算数プリントなど 

学年の学習内容

に応じて（例） 

【生活】家の人の仕事調べ 【社会】歴史人物調べ 

【理科】星の観察 【音楽】リコーダー 【家庭】調理 

自主学習（例） 

【低学年】 

日記、読書・読み聞かせ（一言感想）、しり

とり、言葉集め、計算練習、時計、長さ調

べ、九九、動物・植物・自動車図鑑調べ  

【中学年】 
低学年メニューに 

加え 

ことわざ、四字熟語、辞典（意味・漢字） 

算数問題づくり、ローマ字、地図記号、都

道府県、教科書を使って予習・復習 

【高学年】 
低･中学年メニュー

に加え 

新聞記事（政治・文化・スポーツ）の感想、

歴史上の人物・出来事調べ、英単語調べ、

各教科テスト範囲のまとめ 

 

 

 

＊低学年…家庭学習の習慣を身に付ける。 

毎日、宿題をやり遂げる。 

＊中学年…自ら学習に向かう習慣を身に付ける。 

自主学習にも取り組む。 

＊高学年…自ら進んで、目標を持って学習する習慣を身に付ける。 

     宿題・自主学習に取り組み、基礎･基本的な学習の定着を図る。 

               

                       

 

 

 

 

学校では、１時間（４５分間）の授業を大切にして、子どもたちに質の高い学力を身に

付けさせていきたいと考えています。さらに家庭との連携を図り、家庭学習を充実した内

容にすることによって、子どもたちの学力がより確かなものになると考えています。そこ

で、家庭学習の手引きを作成し、保護者の皆様に配布することにしました。趣旨をご理解

いただき、ご協力いただきますようよろしくお願いします。 

１ 家庭学習の手引きについての考え

方 

宿題～主なメニュー～ 

竹野小学校 R2 年度 家庭学習の手引き ～家庭保存版～ 

 

 

①学校で学習したことをしっかりと身に付けるため 

②自ら学ぶ習慣（自ら計画を立て目標をもって学習に取り組む習慣）を身に付けるため  

③こつこつと根気強く頑張る心を育てるため   

にとても大切なものです。中学校、高等学校、大学と年齢が進むにつれ、「自分から学習

する」ということが大切になってきます。小学生の間に「机に向かう習慣」を確立し、よい学

び方を身に付けておくと、そのことが「将来の進路を実現すること」につながります。 

 

２ 家庭学習はなぜ必要なのか？ 

３ 家庭学習を進めるときに気を付けること 

学習時間のめやす 

10(分)×学年＋10 分 

低学年…20 分～30 分 

中学年…40 分～50 分 

高学年…60 分～70 分 

 

４ 家庭学習の各学年のめあて 

 

 

子どものやる気を伸ばすために、学習していることに関心をもち、がんばりを認め、笑

顔でほめてあげてください。 

３Ｈ「ほめる、はげます、ひろげる・ふかめる」 

〇ほめる…「こんなにきれいに字が書けるんだね。すごいね！」 

〇はげます…「この調子で毎日続ければ、必ずもっと正確に計算できるようになるよ！」 

〇ひろげる・ふかめる…「漢字をがんばって覚えているね。作文（日記）でも漢字をたくさん

使ってみよう！」 

家族の協力が 

必要です！ 

５ 家庭学習を定着させるために 「３Ｈ大作戦」 

毎日 最後まで ていねいに 

宿題は、毎日、一定の時間机に向かって学習する習慣をつくり、基礎基本を

しっかりと身に付けることが目的です。 

自己有用感と学力 

全国学力・学習状況調査の結果から、「自己有用感」を獲得している子どもの方が平均正

答率は高いという結果が出ています。 

「自己有用感」とは、「人の役に立ちたいという感情」「人に必要とされているという満足

感」「自分にはよいところがあるという自尊感情」などです。 

自己有用感は家庭で芽生える 

① スキンシップを通して温かさを伝えること 

② 親子で一緒に過ごす体験をすること 

③ ほめる、励ます、認める声かけをすること 

家庭と学校が連携しながら子どもたちの「自己有用感」を育んでいきましょう！ 

 子どもが大人に言われてう

れしい言葉…「ありがとう」

「あなたのおかげよ」 


